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➢ ビジョンワークショップ結果を基に、50の日本社会の未来像を取りまとめ。

➢ ４つの価値（Humanity / Inclusion / Sustainability / Curiosity）に集約。
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第11回科学技術予測調査（社会の未来像）2040年

50の日本社会の未来像

異なる特徴を持つ人的なものが、個々
の特徴の価値を理解し、つながることを
通じて、進化を続ける社会

誰でもクリエーター社会

脱空間社会

ぴんぴんコロリ社会

IoTにより災害に対す
る備えが十分な社会

市民自らが社会課題
を解決する社会

超データエコノミー社会

安心・満足・健康社会

江戸銭湯社会

“換”社会

“超”成熟社会

不確実性の下で持続
可能なエネルギー・環境

資源永久循環社会

想定外を吸収できる
社会

ネオサステナビリティを
実現した社会

不滅の好奇心によって
新世界を目指す社会

脱GDP社会
寿命選択制社会

分散型発電が最適化
されている社会

生き方、人間らしさ、機械社会と人間、
自動化、日本人らしさ、文化、幸福、
コミュニティの価値が増す社会

資源、エネルギー、食料、環境、
循環、災害対策、市民活動が
重要視される社会

新しい技術と社会・
人間との新しい関係
が構築される社会

変わりゆく暮らし・コミュニティ

Curiosity 不滅の好奇心

変わりゆく個人の生き方

生物への回帰

“超”成熟社会

暮らし方多様化社会

アナログ健康長寿社会

野性味社会

人間性拡張した社会

超運命社会

超人間社会：身体を
制御し拡張する社会

人間・機械融合社会

超ロボット社会

“楽”社会

Japan as platform

ボーダレス社会

総活躍社会

多次元社会

個人の価値観と多様
性に寛容な社会

時空を超え繋がる社会

インクルーシブ社会
移動と物流の高度化

Humanity 変わりゆく生き方 Inclusion
誰一人取り残さない

Sustainability
持続可能な日本

探究心、活動空間の拡大
が重要視される社会

多重人格社会

時空を超え繋がる社会

ユビキタス生活社会

超生物社会

AND人間の育つ社会

高齢者のモチベーション
を創出・保障する社会

労働の多様化社会

資源不足に
不安のない社会

多様性を担保した上
で科学技術を最大限
に活用する社会

ヒトの育て方

超高齢化でイノベーショ
ンを起こす社会

次世代IoTによる
超低炭素社会

まとまらないことで
まとまっている社会

多重人格社会

サステナビリティ
(海洋活用)



人間性の再興・再考による
柔軟な社会

人間らしさを再考し、多様性を認め共生する社会 リアルとバーチャルの調和が進んだ柔軟な社会

人間機能の維持回復とデジタルアシスタントの融合による
「個性」が拡張した社会

カスタマイズと全体最適化が共存し
自分らしく生き続けられる社会

無形・個人 無形・社会

有形・個人 有形・社会

体験共有やコミュニケーションを通じて相互理解を進め、互いを尊重して
共生する社会。
◆ 個人の尊厳が守られ、充足感を感じられる
◆ 社会的属性や個人の特徴などの多様性に富む
◆ 異なる価値観の存在を尊重して共存

身体機能の拡張や個人の特性に合った心と体の健康管理により、
個々人が活躍の幅を広げる社会。
◆機能回復、または、従来を超えた身体機能の獲得
◆心身の健康の維持・管理の支援
◆熟練技能共有とセンサ・ロボット等による、質の高い成果産出

部分最適と全体最適が均衡、ストレスなく資源の適正配置・循環
が行われる持続可能な社会。
◆自然災害に備え、生き残るレジリエンスを保持
◆不確実な未来を吸収する幅を持ち、資源を適正に利用・循環
◆消費者の要求に応えつつ在庫や廃棄のロスを減少

膨大なデータを蓄積・共有・活用し、仮想空間と現実空間を使いこなし
て、価値創造、社会課題解決、急速な変化に柔軟に対応する社会。
◆ 従来とは異なる仕組みや価値観による新しいつながり
◆ 現実空間の営みが仮想空間に実現
◆ 人間から地球まで健康な状態を維持するためにデータ共有

13:30-13:50
NISTEP「未来ビジョン」の理解

地域の未来像の提案例：
移動・物流の高度化
地産地消
循環社会構築
地域資源活用（自然、景観、温泉、エネルギー源等）
防災・減災対策
安全なまち（防犯対策）

地域の未来像の提案例：
コミュニティ・多世代ネットワークの充実
アクティブシニア（高齢者活躍）
新たな教育・学習機会の充実
地域ブランド・観光
多様かつ柔軟な生き方・働き方
リアル（実体験）の価値

地域の未来像の提案例：
食・農産物による健幸
介護の高度化・福祉のまちを設計
高齢者の活動支援
自然（気候、地形、温泉等）活用した健康維持

地域の未来像の提案例：
ロボットとの共生
農林業の機械化
データによる付加価値
AI支援による生産・教育
ボーダレス（地域から世界へ）
遠隔サービス（医療、教育、見守り等）

人の“からだ”に着目

人の“こころ”に着目 社会の無形資産“データ”に着目

社会の有形資産“自然・人工物”に着目

脳機能イメージング

体験伝達メディア

関連の科学技術

多言語・非言語ナビ

生態適合

症状コントロール

関連の科学技術

AI活用

ロボット、ヒューマ
ンインタフェース

情報抽出

関連の科学技術

リアルタイムモニタ
リング

モニタリング・
センシング

エネルギーシステム

関連の科学技術

個別化

人間らしさ

多様性

共生

身体機能の拡張

心身安定

達人

多次元

データ共有

健康な人・地球

備え

最適化

カスタマイズ

2



A 「人間らしさ（価値観・生き方）を再考し、多様性を認め共生する社会」

3

ている。

2040年、多様な文化や価値観を持つ人々が日本に集まり、認められ、共生している。ある人は朝目がさめたら仕事をし、職場へは
空飛ぶ車で出勤する。自分の代わりにロボットが買い物をし、出かけるのは自分の気が向いたときだけ。無人サービスが普及し、ドロー
ンが自宅まで宅配してくれることもある。
リモートワーキング技術の進展でオフィスの在り方も多様化し、労働拠点とは離れた場所に人々は住むか、移動せずとも働ける環境
ができ、過疎地も含めて好きなところに暮らしている。それぞれの場所に、価値観を共有した人間が集まって次世代コミュニティを作り、
経済活動などの従来の観点に縛られない価値観を中心とした一つの都市が形成されている。
一方ではコミュニティの分断化や孤立も懸念されており、多様な価値感を持つ人々が共生するために、相互理解を促進するVR等
の技術が発展してきた。データサイエンス・センサー・CT技術に基づいて、心や感情の小さな変化を測定し、可視化、共有することで、
今では精神疾患、ターミナルケアも含めた医療や、家庭の問題も解消している。

• コミュニティ内では興味・関心、文化・価値がますます純化し、他のコミュニティに対するヘイトや無関心、コミュニティ間の分断が進む。
異質の価値にふれあう機会や、コミュニティ間で共通の体験・経験を生み出す機会が求められるようになっている。

• 持続的にサービスを利用するためのメンテナンスコストなどが課題となる。

社会の未来像

懸 念

関連科学技術トピック例

• 画像認識と音声認識が融合した、映画音声のリアルタイム自動翻
• 脳機能を細胞レベルで非侵襲的に測定できるイメージング技術
• 個人の体験を、感覚情報のみならず、その時の心理状態なども含めて生々しい肌
感覚として記録し、それを編集・伝達・体験・共有できるようにするメディア

• AIによる予算執行、多人数の会議の時間と場所の調整、業務に必要な資料の準
備、提案書や報告書の作成等の秘書業務代替システム

• 小都市(人口10万人未満)における100％再生エネルギーのスマートシティ化を実
現する、スマートグリッド制御システム

ELSI対応が求められるトピック例： 法規制整備が求められるトピック例：

共生
好きな場所

で暮らす

匠のアーカイ

ブ＆リモート

ワーキング

感情の科学

技術（脳機

能の計測、

可視化、伝

達）

各 種 拠 点

（都市・農

地・職場・生

活）のシフト

＆高度化

遊び心を豊

かにするバー

チャル/グロー

バルサポート

健康医療 7 9 0 14 5 0

農林水産 0 4 0 0 2 0

環境エネルギー 1 6 0 0 30 0

ＩＣＴ 10 23 7 1 4 2

マテリアル 4 14 3 4 3 0

インフラ 4 18 1 0 9 4

フロンティア 2 15 0 0 7 0

 

　　　社会像

分野別

トピック数

Backcast Forecast
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科学技術の発展による2040年の社会
A 「人間らしさを再考し、多様性を認め共生する社会」

特定の感染症への感染の有無や感染
者の他者への感染性、未感染者の感
受性を迅速に検知・判定する、汚染区
域や航空機内等でも使用可能な超軽
量センサー（2029/2031）

個人の体験を、感覚情報
のみならず、その時の心理
状態なども含めて生々しい
肌感覚として記録し、それ
を編集・伝達・体験・共有
できるようにするメディア
（2030/2033)

発話ができない人や動物
が、言語表現を理解した
り、自分の意志を言語に
して表現したりすることを
可能にするポータブル会話
装置（2031/2034）

遠隔で、認知症などの治療や介
護が可能になる超分散ホスピタ
ルシステム（2028/2030)

画像認識と音声認識が融合
した、映画音声のリアルタイム
自動翻訳（2027/2029)

高齢者や視覚障がい者
が安心して自由に行動で
きる情報を提供するナビ
ゲーションシステム
（2025/2028)

誰もが遠隔地の人やロボットの動作の一
部もしくは全身を自在に操り、身体の貸
主や周囲の人と協調して作業を行うこと
ができる身体共有技術（2030/2033)

小都市における100％再生エ
ネルギーのスマートシティ化を実
現する、スマートグリッド制御シ
ステム（2029/2033)

（科学技術的実現時期/社会的実現時期）



Ｂ 「リアルとバーチャルの調和が進んだ柔軟な社会」

5

ている。

2040年は、競争のほとんどないゆったりした時間を生きている人が大部分である。その中で、少数の国内の匠が日本しかつくれない工芸品
や技術をつくり、日本の競争力の維持に貢献している。
今年40歳のある人は、結婚はしていないものの、親しい友人と暮らし、ロボットが家事をしてくれたり子供のような存在になったりと、ゆるやか
な家族で暮らしている。仕事はフリーランスであり、グローバル企業に勤め、会社では日本のプロジェクトマネージャーとして朝10時から午後2
時まで働いている。残った時間はフリマアプリで物を売ったり、近所の小学校でインドやアフリカの子供たちに向けて遠隔授業で教えている。夜
はフリマアプリのポイントで近所の３つ星レストランの余剰・廃棄直前の食事を購入して帰宅し、今日の運動量とカロリーから追加のエクササイ
ズをスマートウォッチがアドバイスしてくれたので、運動しながら米国に住む友人とチャットする。
国全体では、グローバル競争力の落ち込みが懸念されている。大多数の40歳が望む社会の姿が、科学技術で物質的に実現可能な未
来の姿とは、大きく異なっている。

• いつでもどこでも必要かつ高度な医療が提供され人の健康が確実に改善された結果、更なる高齢化が進行する。
• ロボットで代替できる技能系職業が失われたり、発展が止まったりする。
• データの悪用等により世界規模のパニックが発生する。

社会の未来像

懸 念

関連科学技術トピック例

ELSI対応が求められるトピック例： 法規制整備が求められるトピック例：

リ ア ル ・

バーチャル

世 界 の 生

産

無料・アバ

ンダンス

オ ー プ ン

家族
人と健康

ロボットと

匠
地球

ICT （ 通

信）基盤

健康医療 12 2 0 62 10 2 0 1

農林水産 1 92 2 1 0 2 6 0

環エネ 0 0 9 0 1 0 4 0

ＩＣＴ 1 4 0 0 1 3 1 23

マテリアル 1 7 8 0 2 0 0 4

インフラ 1 0 0 0 0 3 4 2

フロンティア 2 0 4 0 0 0 3 1

 

　　　社会像

分野別

トピック数

ForecastBackcast

• 病変部位の迅速識別能力の向上と早期発見が可能となる、非侵襲診断
機器のコンパクト化とAI導入

• 最先端デジタル技術を用いたコミュニティの可視化モニタリング技術
• 重要インフラ、自動車などの制御システムや個人用IoT機器・サービスに対し
不正な侵入を防止する技術

• 誰もが遠隔地の人やロボットの動作の一部もしくは全身を自在に操り、身体
の貸主や周囲の人と協調して作業を行うことができる身体共有技術

• 運動や記憶、情報処理、自然治癒など、人の心身における各種能力を加
速・サポートするための、センシング・情報処理・アクチュエーション機能が統合
された超小型HMIデバイス



6

科学技術の発展による2040年の社会
B 「リアルとバーチャルの調和が進んだ柔軟な社会」

人工衛星・気象観測データ
等を活用したリアルタイムの高
空間・高時間解像度気象予
測と災害リスク評価システム
（2028/2030)

教育にAI・ブロックチェーンが
導入され、学校法人の枠を
超えた学習スタイルが構築さ
れ、生涯スキルアップ社会の
実現（2028/2032)

非定形の文章・会話から所望
の情報を抽出できる自然言語
処理技術（2026/2029)

運動や記憶、情報処理、自
然治癒など、人の心身におけ
る各種能力を加速・サポート
するための、センシング・情報
処理・アクチュエーション機能
が統合された超小型HMIデ
バイス（2029/2032)

自動運転トラクタ等による無人農
業、IoTを利用した精密農業の
普及と、それらを通じて取得した
環境データ等に基いた環境制御
システム（2026/2027)

量子情報通信技術の発展により、
ICTシステムの安全性の根拠が、
既存の暗号技術に基づくものから、
量子技術等に基づく新たな安全
性のフレームワークへ置換
（2031/2035)

誰もが遠隔地の人やロボットの動
作の一部もしくは全身を自在に
操り、身体の貸主や周囲の人と
協調して作業を行うことができる
身体共有技術（2030/2033)

過去の自分自身や偉人、遠隔
地の人、ビデオゲームのキャラクタ
などと競うことが可能な、実空間
上での自然な情報提示による
ARスポーツ（2028/2030)

レベル5の自動運転
（2030/2034)

重要インフラ、自動車などの制御システムや個人
用IoT機器・サービスに対し不正な侵入を防止す
る技術（2028/2029)

（科学技術的実現時期/社会的実現時期）



Ｃ 「人間機能の維持回復とデジタルアシスタントの融合による「個性」が拡張した社会」

7

ている。

2040年になり、多くの国民の身体能力は、ゲノム編集、再生医療、もしくはサイボーグ化によって、改善ないしは飛躍的に向上した。
いわゆる「障害者」という概念が崩れている。 第１回シニアオリンピックが開催され、年齢・性別・国籍などに関係なく多様な人々が関
わっている。
他方、完全にデジタル化され、国や言語の壁を越え、高齢者や障害者であっても的確なコミュニケーションを図ることができる音声言語
エンジンが一般化され個々人のデジタルアシスタントとして社会的にも認知されている。
遠方の情報（匂い、温度等）もリアルタイムで把握でき、呼べば何処へでも移動できる自動運転車や支援ロボットが実用化されるな
ど外部の情報取得や移動方法が拡張された社会が実現している。地方では、遠方の情報がリアルタイムで把握できる外部知能ネット
ワークを活用しながら、地産地消ものづくりや農業がデータベースや集合知、AIやロボットの活用によって誰でもものづくりの匠や農業の
達人のようになる均一化がされている。

• 人体操作・改造と人間の尊厳の対立という倫理的問題、心身の操作についての社会的受容、法規制、個性の喪失、遺伝子情
報・精神状態等の機微情報の保護、平等化の副作用（社会不安）、医療倫理

社会の未来像

懸 念

関連科学技術トピック例

•

•

ELSI対応が求められるトピック例： 法規制整備が求められるトピック例：

機能を「足し

たり引いたり」

する

「気持ち」や

「心」をコント

ロールする

より「健康」

になる

外 部 知 能

ネットワーク

活用

機 能 の 維

持 ・ 回 復

（セルフ・メ

ディシン）

2040年第1

回シニアオリ

ンピック in東

京

モノづく りの

匠 ・農業の

達人

健康医療 5 2 2 0 14 2 0

農林水産 0 1 3 0 0 1 2

環境エネルギー 0 0 1 0 0 2 3

ＩＣＴ 3 4 10 12 0 2 1

マテリアル 3 0 0 0 5 2 7

インフラ 0 0 1 0 0 3 3

フロンティア 0 0 0 0 0 0 3

Backcast Forecast 

　　　社会像

分野別

トピック数
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科学技術の発展による2040年の社会
C 「人間機能の維持回復とデジタルアシスタントの融合による“個性”が拡張した社会」

血液による、がんや認知症
の早期診断・病態モニタリ
ング（2027/2029)

匠の技能の計測とモデリング
を通じ、暗黙知を自動的に
アーカイブ化するシステム
（2026/2029)

橋梁などのコンクリート構造物
のユニット化による、現場での
組み立ての自動化
（2026/2027)

3Dプリンティング技術を用い
た再生組織・臓器の製造
（2031/2034)

全ての皮膚感覚の脳への
フィードバック機能を備えた
義手（2032/2036)

初心者でも使える機械学
習活用基盤の普及
（2024/2025)

人間を代替する農業ロ
ボット（2026/2029)

体内情報をモニタリングするウェアラブ
ルデバイス（2028/2031)

（科学技術的実現時期/社会的実現時期）



Ｄ 「カスタマイズと全体最適化が共存し、自分らしく生き続けられる社会」
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ている。

• 個人欲求のコントロール、費用負担（国、個人）、 最適化と冗長性のトレードオフ、市民教育（リテラシー問題）、 事故への
対応、空間・上空の権利、ドローン輸送に伴う空の景観問題等、 個人データのプライバシーの保護、プライバシー侵害と自己認識
の崩壊、データの管理権

社会の未来像

懸 念

関連科学技術トピック例

• 経済的かつ大規模安定供給可能な長期の水素貯蔵技術
• 電気自動車のための交換不要な長寿命かつ低コストの二次電池
• 小型電子機器類、廃棄物・下水汚泥焼却飛灰からレアメタルを合理的に
回収・利用する技術

• 体内情報をモニタリングするウェアラブルデバイス
• IoT機器を活用した大規模地震災害時のリアルタイム被害把握・拡大予測
システム

ELSI対応が求められるトピック例： 法規制整備が求められるトピック例：

2040年、人の健康状態から地球環境まで、センシングやモニタリングによる現状把握と予測技術が発展して幅広く意思決定に用いられるよ
うになった。カスタマイズと全体最適のバランスがとれ、冗長性も必要に応じて担保されている。パーソナルファブリケーションや企業の小規模な
生産活動により多様なニーズへの対応が可能になり、在庫ロス減やエネルギー削減が実現した。空間を有効に使い、ものを運ぶ技術も効率
化された。また、災害時の最適化を想定したDisasterモードも構築された。
人々は、自身がこだわる部分を残しつつ、大部分については情報を提供して科学技術の支援に任せ、苦なく嗜好に合った生活を送る。バー
チャル環境等により場所の制約が消滅して都市と地方の差が縮まり、地方暮らしを選ぶ人や大都市と地方に半分ずつ暮らす人が増加した。
科学技術の支援によるカスタマイズにより全体的に均質化が進み、社会の活力低下が心配されたが、特異な存在（人と違うこと）への憧
れや人が本来持っている探求心のおかげで新たなものが生み出され、持続可能な社会となっている。

生産と消費

活動の冗長

的な最適化

災害から生

き残る

“運ぶ”の最

適化

自分が選ん

でいると思っ

て い る 暮ら

し：カスタマ

イズ社会

おまかせ カスタマイズ まえもって

健康医療 0 0 0 2 2 3 0

農林水産 7 0 0 0 4 0 3

環境エネルギー 63 3 0 0 1 0 3

ＩＣＴ 0 2 0 2 11 5 2

マテリアル 12 0 0 0 0 3 2

インフラ 16 6 3 0 1 2 8

フロンティア 0 2 2 0 4 1 5

 

　　　社会像

分野別

トピック数

Backcast Forecast
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科学技術の発展による2040年の社会
D 「カスタマイズと全体最適化が共存し、自分らしく生き続けられる社会」

従来の大量生産技術と同
等の生産性を有する付加製
造技術（2027/2030)

三品産業、サービス産業、
物流産業に作業用ロボット
が広く普及することによる、無
人工場、無人店舗、無人
物流倉庫、無人宅配搬送
の実現（2026/2029)

小型電子機器類、廃棄物・
下水汚泥焼却飛灰からレア
メタルを合理的に回収・利用
する技術（2028/2031)

人工肉など人工食材をベー
スに、食品をオーダメイドで製
造する3Ｄフードプリンティン
グ技術（2028/2030)

50MW級洋上浮体式風力
発電（2028/2032)

CO2の還元による再資源化
をエネルギー効率20%以上
で可能とする、光還元触媒
および人工光合成
（2036/2039)

経年劣化・損傷に対する自己
修復機能を有し、ビル等の建
築構造物の機能を維持できる
構造材料（2033/2035)

経済的かつ大規模安定供
給可能な長期の水素貯蔵
技術（2032/2034)

太陽光・風力発電の余
剰電力を用いた水素製
造（2027/2031)

電気自動車のための交換不
要な長寿命かつ低コストの二
次電池（2029/2032)

都市部で人を運べる「空飛ぶ
車・ドローン」（2029/2033) 局地的短時間豪雨の高精

度予測に基づく斜面崩壊およ
び土構造物のリアルタイム被
害予測（2027/2029)

（科学技術的実現時期/社会的実現時期）


